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日々、児童生徒のよりよい成長を願い、魅力溢れる授業実践や学級経営を行っている先

生方を紹介します。その先生が日々の授業や学級経営を行う上での根幹となっている考え

方、またよりよい実践のためにどのような工夫をしているのか、その秘訣も紹介します！ 

 
 
 
 
 
 

学級経営で取り組んでいることや「やりがい」
 

学校名：我孫子市立 

     我孫子第二小学校  「温かな学級・学年」となるように努力して 

います。一人一人の個性を大切にしながら、 

規律のある楽しい学校になるように、１時間 

１時間の授業を大切にしています。 

 

わかりやすい授業ができるようにしてい 

ます。そのために、教材研究や発問・指示の 

精選、学年会での共通理解などをしていま

す。 

授業で心掛けていること 

私の好きな「こ・と・ば」 

「あたりまえのことをあたりまえにする。」

（凡事徹底）笑顔の一年生と共に成長です。 

 

担任名：両部 咲野香 

教員経験：３６年 
（令和５年５月 1 日現在） 

【誰もができる 

道徳の授業づくりを目指して】 

  

 １学期に校内の先生を対象に道徳の 

示範授業を行い、その後の授業づくりの

説明をしました。 

 

〇教科書をもとにした授業づくり 

 切り返しの発問をして、クラス全員 

 で思考したり、協働的な学びとなる 

ような場面を設けたりします。 

 

〇わかりやすい板書 

 場面絵を利用します。児童の思考の 

 助けになるような板書を心がけます。

 （写真に残し、皆で共有します） 

                 

   

 

     

この件についてのお問い合わせ 

企画管理部 教育政策課 

電話０４３－２２３－４０１５ 

校内での示範授業 

（今年は３年生の学級を借りて、基本 

的な道徳の授業を展開しました） 


